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日の 3回。2018年度は、 5月10日から 6月28日の 3
































































































































































































































































































































































表 3 この活動は“仲間と意見の出し合う場”となったか 人（％）
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図 5 この授業は仲間との意見を出し合う場になったか
図 6 この授業は仲間との意見を出し合う場になったか
化とバランスが重要となる。渡邊(2017)は、小学校
の音楽授業でアクティブ・ラーニングの手法で児童
のコミュニケーションの様相を分析した。自分の表
現意図を持ち合うことで、受け手も持っている表現
意図を自分の言葉や動きに言い換え、相互に表現意
図を共有する。その手順を踏み上練習することで自
分たちの意図を持った音楽表現が可能となったと報
告している。自分の表現意図を持ち合うこととは、
自己表現である。本実践のグループワークも自己表
現の重要さから始めている。しかし、グループは、
ランダムに組まれたため、同じ学科でも普段は話を
したことがない人が存在し、意思疎通をすることか
ら始めなければならない(図 7）。机を挟んで顔を向
かい合わせていることから、「私は人見知りだから。」
といった声も少なくなかった。仲間意識の第一歩と
して、お互いの呼び名を知ることから始めるために、
簡易楽譜にメンバーの名前を書く欄を設けた。最初
に自己紹介をして、簡易楽譜にそれぞれの呼び名を
記入しているうちに、それまで話をしたことが無い
学生同士でも会話が発生していった。学生たちに
とって、社会に出た場合、面識のない人や苦手意識
を持つ人とも、協働しなければならないであろう。
先ずはあいさつをすることから始まり、相手を理解
しようとするはずである。その後、会話や作業を介
して自己表現と他者理解を深め、同じ目標に向かっ
て協働する流れができる。今回の実践でも、グルー
プという小さな社会の中で、同様な流れを辿ること
になる。それにより、“仲間と意見の出し合える場”
を構築していくトレーニングになったと推察する。
（図 8）。音楽を介したアクティブ・ラーニングでは、
「表現する楽しさ」が得ることで、自己表現や他者
理解が促進される傾向がうかがわれた。正解不正解
に重点を置かない活動としたことも、学生各々の音
楽技能に対し、出来る学生は助言をし、苦手な学生
は他者理解を切り口に、意欲を低下することなく素
直に助言を受け取れる機会になったと推察する。音
楽はとかく苦手意識が先行し、技能向上やコミュニ
ケーションが推進しない場合が多い。ましてや人前
で演奏発表をすることに抵抗が大きい学生も存在す
る。しかし、アクティブ・ラーニングによって意思
疎通ができた学生たち
は、 1つのチームとし
て演奏発表を楽しむこ
とができた(図 9）。こ
の技能格差を前提にし
た協働が、お互いの利
点を生かす活動につな
がったと考える。この
ように、遠慮なく自己
表現ができる環境、他
者の理解をしようとい
う意識を学習の根底に
位置付けることの効果
が、学生の意識から得
られた。今後、どのよ
うなやりとりが発生し
ているかを見ること
で、自己表現と他者理
解が進んでいく様子を
追跡することで、指導
者の介入の在り方につ
いて検討していきたい。
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図 8 グループワークの様子
図 9 演奏発表の様子
図 7 授業風景
資料 1 ワークシート(例）
資料 2 楽譜(記入例）
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